























































































































































































































フェリックス ･パルラとホセ ･マリア ･ベラスコの二人でした｡特にベラスコ
からは徹底した透視画法の指導を受けました｡同時にデイエゴは左右に地平線
が無限に広がるような広大な風景を描く能力に欠けていることも理解したのも
べラスコの作品からです｡だからデイエゴの学生時代の風景画には上から傭略
したり下から見上げたものが多いという特色があります｡
デイエゴより十一歳年上でサンカルロス美術学校の先輩卒業生であり､五年
間のヨーロッパ留学の後に母校の教師となったヘラルド･ムリリョからは当時
の西欧のモダニズム美術の様々な情報や技法について学びました｡ファブレ
ス ･コスタを除いてデイエゴが学んだ教師は全てメキシコ出身者です｡これら
教師にはある共通の使命感がありました｡それは ｢メヒカニダー｣(メキシコ的
なもの)､即ちメキシコ人でなければ表現できないような独創性のあるものの
追求でした｡そしてデイエゴもまた1920年代からそのメヒカニダーの追求
の道にたどりつくのです｡
25(8)
Q14:アカデミアの美術教師以外にデイエゴに影響を与えた美術作家はいます
か?
A :デイエゴ自身はメキシコのグラフィック･アートの第一人者ホセ ･ガダルー
ペ ･ポサグの名前を挙げています｡しかし1928年以前にデイエゴがインタ
ビューや回顧録などでポサグの名前を具体的に挙げた文献はありません｡つま
り､デイエゴがある程度の名声と地位を獲得した後､自らの過去を神話化する
プロセスでポサグを取り込んだのが事実だとする研究者もいます｡デイエゴは
ポサグとの最初の出会いの場面をかなり克明に語っていますが､これも幾つか
のバージョンがあり､真相はまだ謎です｡但し､メキシコ市内のデイエゴの自
宅とサンカルロス美術学校､生前のポサグの働いていた工房は距離的にはどれ
も数ブロックしか離れておらず､歩いていける距離にありましたから会おうと
思えば会うことも可能でした｡ 1935年以降の壁画にはポサグの多用したモ
チーフの引用やポサグ自身をモデルに使ったものも登場しますからすくなくと
もメキシコに戻って壁画運動を興した後に多大な影響を受けたことは確かです｡
美術以外となると､デイエゴは19歳の時から ｢サビア ･モデルナ｣という
評論雑誌を中心としたモダニズムやカウンターカルチャーに興味のある若い文
芸作家や詩人､演劇志望者､音楽家などと交流し､この雑誌の表紙をデザイン
したこともあります｡このグループの何人かの詩人､文芸作家とはパリ留学時
代にも交流が続きました｡またこの ｢サビア ･モデルナ｣の交流の輪から､後
に文部大臣となり壁画運動の推進者となるホセ ･パスコンセロスとも知り合い
ました｡パスコンセロスは弁護士業を営む傍ら､青年文芸協会 (アテネオ･デ･
ラ･フベントウ-)という組織に属し､当時の政治体制を批判する過激な言論
活動を展開していました｡
(続く)
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